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２ 団体ヒアリング

宇都宮市立清原南小学校支援地域本部（魅力ある学校づくり地域協議会）(1)

事 務 局 住 所 宇都宮市上籠谷町１４０１（宇都宮市立清原南小学校内）
ＴＥＬ ０２８－６６７－０５１６

団 設 置 年 平成１９年 会 員 数 ３０名

体 平成１９年度に、学校・家庭・地域・企業が一体となって学校教育の
充実と家庭や地域の教育力の向上に取り組む事業「魅力ある学校づく

目 的 り地域協議会」を立ち上げた。平成２０年度学校支援地域本部事業の
委託を受け、地域に根ざした学校づくりを推進するとともに、地域と
学校がともに協力し、心豊かでたくましい子どもを育てる。

コ 人 数 ２名
｜
デ １名は昨年度まで教員であり、当該校に勤務していた。もう１名は、
ィ 主な経歴 平成１８年度から本校で学校支援ボランティアとして活動していた。
ネ 平成２０年度に学校から市のコーディネーター養成講座を進められ受
｜ 講し、その後コーディネーターとなり現在に至っている。
タ

宇都宮市立清原南小学校職員室｜ 活動状況 ３日／週 ３時間／日 活動拠点

○ボランティアの確保○ボランティアの確保○ボランティアの確保○ボランティアの確保

現在延べ 名を超える地域住民が、学習支援や読み聞かせ、防犯などの分野で学校支150

（コーディネーターが作成したボランティア募集チラシ）援ボランティアとして登録されている。学校の

多様なニーズに対応できるボランティアを確

保するため、コーディネーターとしてボラン

ティアの募集と地域人材の情報収集に努めて

いる。

ボランティア募集については、既存のボラ

ンティアに加えて、新たに保護者の方々を中

心に行っている。具体的には、コーディネー

ターが作成したボランティアティーチャーを

募集する通知文を学校長名で保護者に配布し

た。

また、必要に応じてその都度依頼内容を具

体的に示したボランティア募集のチラシをコ

ーディネーターが作成し、学校を通して保護

者に配布したり、知り合いを通じて地域の方

々に配布しボランティアを募っている。地域

内に該当者がいない場合は、市のボランティ

コーディネーションの実際
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アバンク「街の先生」からボランティアを確保している。

地域協議会」の会議において情報提供を呼び情報収集については 「魅力ある学校づり、

かけたり、ボランティアを集めた『茶話会』の場で、世間話をしながら地域の人材の情

報を収集している。

○コーディネートの流れ○コーディネートの流れ○コーディネートの流れ○コーディネートの流れ

学校のニーズに対してボランティアを依頼し、支援を行うまでの基本的な流れはコーデ

ィネーターを中心に次のようになっている。

（ ）職員室がコーディネーターの活動場所となっており、 職員室で作業する地域コーディネーター

専用の机がある。コーディネーターはあらかじめ教職

「 」 。員に ボランティアの予定・希望 の通知を渡しておく

教職員は必要に応じてボランティアの希望をコーディ

ネーターに伝える。その際 「ボランティアの予定・希、

望」の通知を切り取ったメモをコーディネーターの机上

に置くだけで、直接希望内容を伝えなくても依頼できる

ようになっているため、負担も少ない。ただし、必要

があるときは担当教職員と相談し、内容確認をする （①・②）。

、 （ 、教職員から依頼を受けたコーディネーターは 該当するボランティアに依頼内容 日時

内容等）を伝える「ボランティアティーチャーのお願い」の通知を出し、返信欄に支援の

可否を記入した返却通知を受け取る。学校の希望や必要に応じて随時ボランティアの募集

も行う （③・④）。

ボランティアからの返信をもとに、支援を依頼するボランティアが決定したら、再度ボ

ランティアに決定の通知を出すとともに、支援を依頼した教職員へ決定したボランティア

の名前を知らせるメモを渡す （⑤）。

ボランティアとの通知のやりとりは児童を通して行う。児童はボランティアが保護者の

場合は子どもが、地域の方々の場合は近隣の児童が務める。
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○コーディネートに使われる通知文○コーディネートに使われる通知文○コーディネートに使われる通知文○コーディネートに使われる通知文

（ボランティアの予定・希望の通知）

（ ）ボランティアティーチャーのお願い③・④

（教員へのボランティア決定通知）

○留意点○留意点○留意点○留意点

・ボランティア予定者には、通知文で都合の確認をする必要があるため、余裕をもって

連絡している。また、初めて活動するボランティアには、学校でボランティア活動す

る際の留意事項を記した「学校支援ボランティアとして」をもとに、学校の様子やボ

ランティアとしてのマナーについて説明し、スムーズに活動に入れるようにする。活

動当日も様子を見守るなどして支援する。

・ボランティア活動終了後は、担当した教職員やボランティアから感想等を聞き、今後

のコーディネートや支援活動に生かせるようにしている。

・学習支援等の依頼が出やすいように、教員から一方的に依頼を募るだけでなく、コー

ディネーターが年間の学校行事や学習内容を確認し、ボランティア募集内容を計画し

ている。

・ボランティアの方々が気軽に情報交換できる場として茶話会を開催している。茶話会

の前にはクッキーづくりも取り入れ、活動や飲食をしながらボランティア同士、ボラ

ンティアとコーディネーターとのコミュニケーションを図ったり、情報を収集したり

する場となっている。また、普段からボランティアの方々が気軽にコーディネーター

と話ができる雰囲気作りに努めている。

ボランティア依

頼と都合の可否

を確認する通知

教員へ配布するボランティア

（ ）の依頼を募る通知文 ①・②

教員がコーディネーターに渡す

ボランティア依頼メモ

教員とボランティア

（ ）に渡す決定通知 ⑤
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・教職員との信頼関係を築くとともによりよいコーデ （ボランティア通信）

ィネーションができるよう、負担のかからない範囲

。で教職員と直接話す機会をもつように心がけている

また、コーディネーターの活動の場が職員室内にあ

るため、学校内で知り得た情報については他では話

さない守秘義務を守ることを心がけている。

・ボランティア通信を発行し、活動報告等を保護者や

地域の方々にも知らせている。活動の理解とボラン

ティア協力の広報をねらいとするとともに、学校支

。援に携わったボランティアの方々の励みにしている

○成果○成果○成果○成果

・ボランティアを依頼する流れの中で、コーディネーターの活動場所が職員室にあり、

コーディネーターが不在でもメモ等でやりとりが行えるため教職員の負担が軽くなっ

た。また、教職員とコーディネーターが直接打ち合わせをする機会が多くあり、意思

疎通が図れ、教職員が意図する支援ができるようになった。

・児童の安全を守る防犯ボランティアの連絡をコーディネーターが行うため、地域の情

報が得られるとともに地域との窓口であった副校長の事務量が軽減した。

・茶話会や活動後の雑談の場を設けることにより、ボ （学習支援の様子）

ランティアの方々がリラックスした中で意見や感想

を話すことができた。コーディネーターにとっても

今後の学校支援に生かせる地域の方の情報を知る機

会となった。

・ボランティア募集のチラシは、支援内容をできるだ

け具体的に明記して配布したため、地域の方々が自

。 、分にもできるのではという思いで多く集まった また

、 。活動をする中でボランティアからアイディアも出され 活動内容の充実につながった

○課題○課題○課題○課題

・教職員との打合せ時間を確保することが難しい中、教員の依頼事項をより効果的に確

実に把握し、ボランティアに伝達する方法を検討し改善する。

、 、・保護者を中心にボランティアを募っていたが 今後は広く地域にボランティアを募り

地域をあげて学校を支援する。そのための広報の仕方を工夫するとともに「魅力ある

学校づくり地域協議会」とも連携していく。

・教職員が支援依頼をしやすく、効率的に連絡調整するために、学校行事や学習内容を

十分に把握し、支援ができるものをコーディネーターが提案していく。

・今年度は初年度のため学習支援が中心であったが、今後は学校支援内容の幅を広げて

いく。

成果と課題




